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３－３．土浦市 

（１） 人口の推計 

１） 総人口 

市全体としては、平成 17 年の 144,048 人をピークに、その後減少傾向に転換し、平成 42 年に

は 123,600 人となることが見込まれる。 

旧土浦市は、平成 17 年の 135,045 人をピークに、その後減少傾向に転換し、平成 42 年には約

117,300 人となることが見込まれる。 

旧土浦市を地区別にみると、既成市街地で人口が減少する一方、既成市街地外の地区では平成

37 年まで人口が増加する見通しとなっている。 

 

図 市全体の人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （推計単位とする地区設定の考え方） 

龍ケ崎市・常陸太田市で人口推計等に使用した地区は、両市において、行政上、通常使われて

いる地区区分であるが、土浦市の人口推計においては、通常使われている地区区分でなく、４つ

のＤＩＤ（人口集中地区）※と、旧土浦市のそれ以外の地区、及び旧新治村の６地区とした。（今

回設定した地区区分については、次頁を参照） 

これは、龍ケ崎市・常陸太田市の通常の地区区分が、市街地とそれ以外に区分可能であるのに

対し、土浦市の場合、通常の地区区分である中学校区は、市街地とそれ以外にまたがっており、

これをもとに推計すると市街地が拡散しているかどうか推計できないため、ＤＩＤによる区分を

使用することとしたものである。 

 

※国勢調査によるＤＩＤは、必ずしも町丁字と一致していないため、ＤＩＤ人口が 50％以上の町丁字をＤＩ

Ｄとみなして地区を区分した。 
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図 地区別の人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 地区別の人口推計（実数） 

 

 

 

 

図 旧土浦市の地区の区分 

 

平12 平17 平22 平27 平32 平37 平42 平42/17
旧土浦市 Ａ地区 60,384 58,953 56,760 53,962 50,737 47,158 43,361 -26%

Ｂ地区 7,861 7,894 7,850 7,739 7,582 7,353 6,995 -11%
Ｃ地区 5,513 5,339 5,109 4,832 4,503 4,128 3,738 -30%
Ｄ地区 15,005 14,400 13,681 12,843 11,910 10,889 9,803 -32%
Ｅ地区 45,879 48,459 50,552 52,150 53,202 53,608 53,431 10%
合計 134,642 135,045 133,952 131,526 127,934 123,136 117,328 -13%
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参考） 旧土浦市の町丁字別の人口増減 

平成 12 年から平成 17 年の 5 年間における各地区の人口増減率を見ると、既成市街地の周辺部

で高い人口増加が見られる。外側でも人口増加率が 10％を超える町丁字が分布している。 

図 町丁字別の人口増減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査   

※図中の番号は、別掲の町丁字名に対応 
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２） 年齢別人口 

市全体としては、高齢化の進展により、平成 17 年の高齢者割合が 18％から平成 42 年には 31％

（うち後期高齢者が 19％）となることが見込まれる。生産年齢人口は平成 17 年の 67％から平成

47 年には 59％となることが見込まれる。 

地区別には、旧新治村の高齢化の進行が最も速く、平成 42 年の高齢者の割合は 40％（うち後

期高齢者が 26％）となることが見込まれる。また、旧土浦市では既成市街地であるＡ区で高齢

化の進行が速く、平成 42 年の高齢者の割合が 31％（うち後期高齢者が 18％）となることが見込

まれる。 

図 年齢別人口の推計結果（その１） 
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図 年齢別人口の推計結果（その２） 
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（２） 都市施設の維持・更新費用 

都市施設の維持・更新費用は、最初に都市施設の既存ストック分の維持・更新費用の推計し、そ

れに既成市街地の外での人口拡散に伴う新規整備分を加えて試算する。 

１） 都市施設の既存ストック分の維持・更新費用の推計 

① 前提条件 

施設 項目 試算の内容 備考 

道路 維持 ・道路施設の維持管理として草刈清掃費、側溝清掃費、街路樹管理費、

路面清掃費を見込む。 

・実績より道路の総延長に対する各維持項目の維持率を設定し、維持

の対象となる道路延長を算定した（草刈清掃：0.035、側溝清掃：

0.004、街路樹管理：0.007、路面清掃：0.590）。 

・費用単価は過去の実績により設定した（草刈清掃：280 円/ｍ、側溝

清掃：3,900 円/ｍ、街路樹管理：2,700 円/ｍ、路面清掃：280 円/

ｍ）。 

 更新 ・舗装の打ち替えなどの補修工事を見込む。 

・更新サイクルは、舗装面の耐用年数を踏まえ 15 年とする。 

・実績より更新時期を迎えた市道（舗装道路）に対する更新率（0.094）

を設定し、更新対象となる道路延長を算定した。 

・費用単価は過去の実績により 30,400 円/ｍとした。 

今後の道路整

備は、直近過去

５年間の平均

値で進むもの

とした。 

更新規模を算

出するための

過去の道路整

備データは昭

和 49 年を初期

年次とした。 

公園 維持 ・現状の実績値で推移するものとした（62 百万円/年）。 

 更新 ・現状では実績がない。 

 

上水道 更新 

 

・老朽管（石綿管・鋳鉄管）の布設替えを見込む。 

・単価は、平成 20・21 年の事業計画資料により設定した（石綿管：

93,100 円/ｍ、 鋳鉄管：111,110 円/ｍ）。 

・今後の更新事業量は、平成 21 年の事業計画規模で推移するものと

した。なお、石綿管については、現在のストックを加味し、平成 33

年で布設替えが完了するものとした。 

 

下水道 維持 ・管理清掃・修繕を見込む。 

・下水道総延長当りの維持管理費用を設定し（平 16 年実績：190 円/

ｍ）、将来の下水道管渠延長に乗じて算定した。 

 更新 ・耐用年数からみて、今後 20 年間で、更新対象となる施設はない。 

今後の整備分

は、平成 16～18

年の進捗を基

に設定。 

学校 維持 ・現状の実績値で推移するものとした（43 百万円/年）。  

 更新 ・校舎及び体育館の改築、改修を見込む。 

・今後の更新事業量は、市の事業見込み（全学校対象）を参考に設定

した。 

・費用のうち国からの補助は除くものとした（費用に占める補助の割

合は改築：16％、改修：23％で市の設定値）。 

・また、自治体が負担する費用のうち 75％を起債で対応し（市の設定

値）、10 年間で償還するものとした。 

 

ごみ収集費用 ・既存ストック分については、人口が増減しても、収集する集積所の

数は変更がないと考えられるため、現状の実績値で推移するものと

した（461 百万円/年）。 

・新規開発分については、新たな住宅開発に伴い、集積所が増加する

と考えられるため、その分の収集費用の増加を見込んでいる。 
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② 既存ストック分の推計結果 

維持費用は、平成 20 年の約７億円台で推移することが見込まれる。 

更新費用は、小中学校の改築・改修が大きく、特に平成 25～27 年には複数校の改築がある

ことなどから、ピークとなっている。また、道路は、昭和 50 年の整備延長が他の年次として

比較して長く、15 年周期の更新が平成 32 年に当たるため、当該年度の更新費用を押し上げて

いる。 

また、市民一人当りの維持更新費用は、人口が平成 26 年がピークとなり、平成 20 年の約 2

倍となるが、以降は減少基調で推移し、平成 40 年には平成 20 年の約 1.1 倍となることが見込

まれる。 

図 維持・更新費用の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市民一人当りの維持更新費用の推計 
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表 維持更新費用の推計（実数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 市街地拡大に伴う追加的費用の試算 

① 新規開発量 

人口推計の結果より、市全体としては今後、人口が減少し、平成 42 年には平成 17 年に比べ

約 14％減となる見通しであるが、地区別に見ると、既成市街地で人口が減少する一方、既成

市街地外のＥ地区では平成 37 年まで人口が増加する見通しとなった。 

平成 17 年～平成 37 年のＥ地区の増加人口は約 5,149 人であり、新規開発の原単位を既存の

事例を参考に 40 人/ha とすると、増加人口に匹敵する開発規模は 128ha となる。 

 

図 既成市街地の外での人口増加による新規開発量（試算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｅ地区での増加人口＞

新規開発原単位：40人/ha

開発面積：128ha

（＝5149人÷40人/ha）

平12 平17 平22 平27 平32 平37 平42 平42/17

Ａ地区 60,384 58,953 56,760 53,962 50,737 47,158 43,361 -26%
Ｂ地区 7,861 7,894 7,850 7,739 7,582 7,353 6,995 -11%
Ｃ地区 5,513 5,339 5,109 4,832 4,503 4,128 3,738 -30%
Ｄ地区 15,005 14,400 13,681 12,843 11,910 10,889 9,803 -32%
Ｅ地区 45,879 48,459 50,552 52,150 53,202 53,608 53,431 10%
合計 134,642 135,045 133,952 131,526 127,934 123,136 117,328 -13%

平17人口
（人）

面積
（ha）

人口密度
（人/ha）

永国台
（永国団地）

606 13.9 43.6

永国東町
（パークシティ土浦）

1,072 27.4 39.1

計 1,678 41.3 40.6

地区名
平17→22
（人）

平22→27
（人）

平27→32
（人）

平32→37
（人）

計

Ｅ地区 2,093 1,598 1,052 406 5,149

平26 平26/20
74 1.1

136 0.8
7 1.0

254 0.9
175 1.2
43 1.0

1,567 平20年は更新なし

461 1.0
760 1.0

1,957 4.3
2,717 2.3

132,012 1.0
5,800 1.1

14,800 4.4
20,600 2.3

＜ピーク年＞単位：百万円
平20 平25 平30 平35 平40

維持 70 74 74 76 79
更新 163 128 71 181 146
維持 7 7 7 7 7
更新 288 254 254 200 200
維持 146 170 180 180 180
維持 43 43 43 43 43
更新 0 1,255 1,078 496 24

行政ｻｰﾋﾞｽ ごみ収集 461 461 461 461 461
維持 727 755 765 767 770
更新 451 1,637 1,403 877 370

計 1,178 2,392 2,168 1,644 1,140
人口 134,388 132,497 129,369 125,054 119,653
維持費/人（円） 5,400 5,700 5,900 6,100 6,400
更新費/人（円） 3,400 12,400 10,800 7,000 3,100
維持・更新/人（円） 8,800 18,100 16,700 13,100 9,500

道路

合計

人口当たり
費用

公園
上水道

小中学校

下水道



- 128 - 

② 都市基盤の整備量等の設定 

市街地拡大に伴う追加的費用を試算するため、新規開発の規模を基に必要な都市基盤（道路、

公園、下水道、上水道）の整備量や行政サービス量を次のように設定した。 

表 新たな都市基盤（道路、公園、下水道、上水道）の整備量、行政サービス量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 試算結果 

新たな基盤の整備更新費用として約 66 億円、新たに整備された都市基盤の維持管理費用と

して約３億円が、今後 20 年間の追加コストとして新たに発生すると推計された。 

表 新たな都市基盤の整備更新費用及び基盤整備に伴い増加する維持管理費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平17→22 平22→27 平27→32 平32→37 平37

郊外増加人口
（人）

2,093 1,598 1,052 406 5,149

開発面積
（ha）

52 40 26 10 128 40人/ha
永国台、永国
東町の事例

道路整備延長
（m）

17,680 13,600 8,840 3,400 43,520 340ｍ/ha
永国台、永国
東町の事例

草刈清掃延長
（m）

622 479 311 120 1,532 0.0352

側溝清掃延長
（m）

64 49 32 12 157 0.0036

街路樹管理延長
（m）

131 101 65 25 322 0.0074

路面清掃延長
（m）

10,438 8,029 5,219 2,007 25,693 0.5904

公園面積
（ha）

1.6 1.2 0.8 0.3 3.9 0.03
新規開発の公
園整備割合

下水道管渠
（ｍ）

13,520 10,400 6,760 2,600 33,280 260ｍ/ha
龍ヶ崎市龍ヶ
岡地区の事例

上水道配水管
（ｍ）

10,920 8,400 5,460 2,100 26,880 210ｍ/ha
龍ヶ崎市龍ヶ
岡地区の事例

ごみ回収拠点
（所）

52 40 26 10 128 1所/ha
永国台、永国
東町の事例

原単位等

人口推計より

道路延長のう
ち維持管理の
対象と成る割
合（土浦市資
料より作成）

平32→37

平27→32

平22→27

平17→22

0

10,000

20,000

30,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

※20年間累計額の計算イメージ

平17→22 平22→27 平27→32 平32→37 累計

道路整備費 537,472 413,440 268,736 103,360 1,323,008 30,400円/ｍ

道路更新費 50,415 50,415 30,400円/ｍ 15年ｻｲｸﾙ

公園整備費 320,000 240,000 160,000 60,000 780,000 20,000円/㎡

下水道整備費 1,338,480 1,029,600 669,240 257,400 3,294,720 99,000円/ｍ

配水管布設替費 447,720 344,400 223,860 86,100 1,102,080 41,000円/ｍ

整備更新コスト計 2,643,672 2,027,440 1,321,836 557,275 6,550,223

道路草刈清掃 174 134 87 34 5,672 280円/m･年

道路側溝清掃 250 191 125 47 8,124 3,900円/m･年

街路樹管理費 354 273 176 68 11,533 2,700円/m･年

路面清掃費 313 241 157 60 10,203 30円/m･年

公園維持補修費 124 93 62 23 4,006 77,800円/ha･年

下水道管渠管理費 2,569 1,976 1,284 494 83,684 190円/m･年

ごみ収集費 6,724 5,172 3,362 1,293 219,043 129,300円/所･年

維持コスト計 10,508 8,080 5,253 2,019 342,265

原単位等

＜維持管理費用：千円＞
土浦市資料より
作成。

数値は上段の整
備量に対応する
費用で、推計年
間隔の最終年の
値(平17→22の
場合は平22の
値）

累計値は平17→
37の20年間の累
計値。直線的に
増加するものと
して配分し、積
上げた値(※)。

＜整備更新費用：千円＞
土浦市資料よ
り作成

一般的な整備
単価

一般的な整備
単価

土浦市資料よ
り作成
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③ 既存ストックと新規開発の維持・整備・更新費用 

追加費用は、市街地の拡大が沈静化するにつれて減少していくものの、平成 20 年台は、年

間４～５億円の費用が発生する見通しである。 

図 維持・更新費用の推計（既存ストック分と新規開発分の合算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 追加費用の内訳 
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追加費用計
小中学校更新
上水道更新
道路更新
ごみ収集
小中学校維持
下水道維持
公園維持
道路維持

（百万円）

平20 平25 平30 平35 平40
追加費用計 534.5 421.2 286.4 136.8 33.9

道路維持 0.7 1.6 2.3 2.6 2.7
公園維持 0.1 0.2 0.3 0.3 0.3

下水道維持 1.5 3.8 5.3 6.1 6.3
ごみ収集 4.0 9.8 13.9 16.0 16.6
道路更新 10.0 8.0
道路整備 107.0 83.0 54.0 21.0 0.0
公園整備 64.0 48.0 32.0 12.0 0.0
下水整備 267.7 205.9 133.8 51.5 0.0
上水整備 89.5 68.9 44.8 17.2 0.0

維持 6.3 15.36 21.74 25.05 26
整備・更新 528.2 405.80 264.62 111.70 8




